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株式会社 ぶんか社
 


熱愛！純情年下御曹司




　氷の三十路お局様、愛されすぎてトロケます。





黄田原秋生・著

東河みそ・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　結婚したい、なんて思ったことは、私、篠しの原はら凪なぎ沙さは、この三十二年間、ずっとなかった。

　世間的にはあまり有名ではないけれど、業界ではシェアトップの地味な機械メーカーに入社し、経理畑で十年経った。待遇や収入に、特に不満はない。社内ではもうすっかりお局つぼね様さま扱いで、後輩の女子達が、恋愛だの結婚だのに悩んでいるのを、どこか他た人にん事ごとのように見ていた。

　そんな私でも、ごく稀まれに男性からアプローチを受けることもあった。もしかしたら、この人を好きになるのかもしれないと、流されるままにデートをして、世間で言う、彼氏彼女の関係にもなった。しかし、いつも「僕のこと好きじゃないでしょ」「君は一人でやっていける」なんてお決まりの台詞せりふを言われ、フェードアウトされる。何回かそんなことが続き、私の、恋に憧れる気持ちは冷めきっていった。

　もう何年も交際相手はなく、定時に出勤し、月末や年度末には少々の残業もこなし、退勤する。そんな変わりばえのない毎日だった。

　ただ、そんな変化のない生活を送る長女に対して、親や妹は手厳しい。

「お前もそこそこ美人なんだから、彼氏くらい作れよ」

「お姉ちゃんが片付かないと、私も彼氏と結婚しにくいじゃん！」

　彼氏は作ろうと思って作れるものじゃないし、私に関係なく妹は結婚したければ結婚すればいい。そんな風にいつも答えるけれど、家族の返事は、だいたいがため息だ。

　結婚も出産も、したい人がすればいい。私に恋愛は、向いていない。子どもは嫌いではないが、自分で産むなんて想像すらできない。たぶん自分は、なんの変化もなく、このまま年を取って、妹の産んだ甥や姪をかわいがって暮らすのだろう。そんな風にずっと考えていた。はずだった。




　そんな私の人生が変わるきっかけは、現状を見かねた親に、半ば強引に参加させられた婚活パーティーの席だった。

　高校の頃からの付き合いのある、友達の晶しょう子こからの誘いだったが、気が進まないと最初は断っていた。

「私が凪沙のお母さんに頼まれちゃったんだってば、ね？　二人で行けば割引が利くし、私も助けると思って！」

　晶子は、地味な外見の私と違って華やかな美人で、今は介護士をしている。モテるだろうと思うのに、なかなか出会いがないらしい。三十二歳まで独身で彼氏もいないのは、もう友達の中で私と晶子くらいなので、必然的に一緒にいることになってしまう。

　その日の婚活パーティーは、シティホテルの宴会場で行われていた。まずは男女で向き合うように腰をかけて、ちょっとした雑談をしながら席替えをし、顔合わせをしていく。自己紹介カードを手元に置いていても、誰が誰だか顔も覚えられず、目が回りそうな気持ちにもなる。

「凪沙、大丈夫？　今日、ハズレじゃない？」

　やっと男性の半数との顔合わせが終わり、トイレ休憩に行くと、晶子が私を気遣って声かけをしてくれる。晶子は婚活イベントに来るのは四回目とかで、いろいろと教えてくれてありがたい。

「私、あんまりよくわからないけど、今日ってハズレなの？」

「うーん、イマイチかなぁ……」

　洗面台の鏡の前で化粧直しを手早くしながら、晶子が眉を寄せながら嘆いている。

「あ、でも、一人スゴくイイ感じの人、いるよね。お父さんが会社やってるって、御曹司の人！」

「御曹司？」

「凪沙はまだ回ってないのかな。この人、十一番の、高たか見みさんって人」

　晶子は手元のチェックシートをめくり、私に見せてくる。晶子の字で『十一番、お父さんが社長さん、イイ感じ。でも地味！』などと走り書きしてあった。

「私の好みじゃないんだけど、背も高いし若いし、結構イケメン寄りだったよ。たぶん、今日はこの人に、女の子は食いつくんじゃないかな？」

　晶子の男性の趣味は、長い付き合いの中でよく知っている。私からしたらチャラいとしか思えない派手めな外見の男性が好きで、すぐに惚れて浮気されては別れている。堅実な男性が好みの私とは正反対で、だからかえって晶子と仲良くいられるのかもいれない。

「……晶子の趣味と反対、ってことは、私向きかもね」

「そうそう！　きっと凪沙の好みだよ、応援するね！」

　応援されても、その男性が私を選ぶ可能性は低いし、この婚活パーティーだって、本気で結婚相手を探そうと思っているわけでもない。どちらかというと、親を安心させるため、アリバイ作りのために来ているだけだし、そんな出会いなんてあるわけがない。私は相変わらず冷めきっていた。




　自己紹介の後半が始まった。晶子から聞いた十一番の若い男性を、私はなんとなく目で追ってしまう。

（あれが、晶子の言っていた人、かな？）

　他の参加者の女性と楽しそうに話している、その男性の横顔を見る。黒髪短髪にダークグレーの仕立ての良いスーツで、いかにも誠実そうな外見は、確かに私好みだった。晶子に言われたせいか、私は十一番の人を意識してしまっていた。何人かの男性参加者との会話を受け流し、やっとその人の自己紹介の番になる。

「初めまして、よろしくお願いいたします。高見、と申します」

　物腰も柔らかに、丁寧な挨拶をしてくれるのも好感度が高い。

　改めて、真っ正面から高見と名乗ったその男性を観察してみると、面長で鼻筋のすっきり通った古典的な男前で、少し太めの眉毛に黒縁の眼鏡をかけて、その中からくっきりとした二重瞼の黒い瞳が私を見つめている。背丈も、立つと百八十センチはありそうな痩せ型の長身だったのに、腰をかけると座高が低く威圧感がなくて、たぶん脚が長いのだろうと思った。背中をしっかり伸ばし、姿勢良く腰掛ける様子が、育ちの良さを感じさせる。

　目の前のその男性の瞳が、私の顔を見たときに、驚いたように大きく開いたのを少し不思議に思ったが、私も居住まいを正して軽い会釈を返した。

「篠原です。こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　緊張気味に挨あい拶さつしたものの、全く会話が続かない。先ほどは知らない女性参加者と楽しそうに会話していた高見さんは、何故か視線を泳がせて私の顔もしっかり見ようとしない。
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「……あの、どうかされましたか？」

「い、いえ、その……、何でもありません！」

　何か失礼でもあったのかと聞いてみたけれど、焦るように答えられるだけで、はっきりした言葉は返ってこない。私たちはそのままお互いにしどろもどろのままで、自己紹介タイムはすぐに終わってしまった。

（……良さげな人だったんだけど、脈なし、かな……）

　やっぱり、そんなうまくいくはずはないか、と私はため息を吐いた。

　その後にあった立食形式での交流タイムでも、高見さんの周囲には女性参加者の壁が出来てしまい、私なんかは割り込むスキもない。ただ、その人垣の中から、何度か私の方にチラチラと視線を送ってくる気配は感じたけれど、ただの自意識過剰だとその考えを振り払う。私は私で、ちらほら会話をしにきてくれる他の男性参加者と、たわいのない会話をしていた。すぐに、最後のマッチングタイムになってしまう。

「凪沙、どうだった？」

　晶子はどうも、お目当ての男性とたっぷり話せたらしい。上機嫌で聞いてくる晶子に、私は苦笑いを返す。

「……応援してくれたのに、ごめんね。ダメだったみたい」

「そっか……、ま、初参加だもんね、次行こう、次！」

　どうせ、付き合いで来た婚活パーティーなんだし、それほどショックではないのだけど、空から元気で励ましてくれる晶子には申し訳なく思う。

（マッチングかぁ……、誰を書けばいいんだろう）

　手元の参加者の一覧とメモを見るけれども、どの人もどうにも印象が薄くて、誰が誰だかも覚えていない。一瞬、白紙でマッチングシートを出してしまおうかと思ったけれども、思い直し、『十一番』と書いてみた。きっと、高見さんを指名する女性は多いだろうし、彼も他の人を指名するだろう。どうせ選ばれたりなんかしないんだから、気楽なものだ。オードブルもおいしかったし、久しぶりに会社以外で他人と話せたのもいい刺激になった。明日からまた、仕事をがんばろう。私の頭はもう、今日の反省と課題でいっぱいだった。

「では、マッチングを開始いたします！」

　いよいよマッチングタイムだ。宴会場の舞台にあがる司会の女性の言葉に、私以外の参加者はみんな、緊張と期待の入り交じった顔で、数字の映し出されるスクリーンを見ていた。私の隣の晶子も、食い入るように前を見つめている。

「男性参加者、三番の方と、女性、四十番の方、カップリング成立です！」

　照れながら男性と、同じく赤い顔で遅れて女性が出てくる。他の参加者はそれを見ながら、気持ちの入らない拍手を続けていた。

　カップリングは次々と決まっていく。

「では、男性参加者九番と、女性三十七番の方、成立されました！」

「はーい！」

　参加者の中で群を抜いて派手な外見の、ホスト風の男性が反応すると同時に、隣の晶子も嬉しそうに前に出る。

「やったぁ、じゃあね、凪沙もがんばってね」

　晶子は満面の笑顔で、派手な男性の方に小走りで駆け寄っていった。晶子の付き合いはあっさりしていて、私には居心地が良い。小さく晶子に手を振って、私は心の中でうまくいくように祈る。

「男性参加者十一番の方も、カップリング成立されてますね」

　司会者の言葉に、女性陣がざわついた。晶子の予想のとおり、女性の人気は十一番の高見さんに集中しているようで、会場の女性参加者が一斉にスクリーンに投影される数字に視線を送る。

「……女性参加者、三十八番の方です、よろしければ前へどうぞ！」

　三十八番の人か、きっときれいな女性なんだろうな。一瞬、他人事のように思ったが、すぐに気づく。自分の胸の参加証を見れば、大きく『38』と書いてあった。

（え？　私？）

　何かの手違いなのでは、と考えるが、いくらなんでもそこは間違えないだろう。

「は、はい……」

　焦って舞台の方に行くと、やっかみも混ざったような刺とげ々とげしい視線が、女性参加者から大量に注がれた。そんな目で見られても、私にだって状況が理解出来ていない。ろくに話せてもいないのに、なんで高見さんが私を指名したのかもわからない。困惑しながら前に出ると、なぜか嬉しそうに私を待つ高見さんがいた。

「篠原さん、僕を選んでいただいて光栄です、よろしくお願いします！」

「は、はい……」

　戸惑いながら、差し出された手のひらを握り返せば、緊張しているのか汗ばんでいる。私はやっぱりマッチングされたことに首を傾げながら、小さく会釈を返したのだった。




　パーティー会場のホテルを後にして、誘われるままに近くの喫茶店で二人で入る。席に着いたとたん、高見さんは深々と私に頭を下げてくる。

「……申し訳ありません。先ほどは失礼な態度をとってしまいました！」

　私は恐縮する高見さんのその態度に、目を白黒させてしまう。

「あの、た、高見さん、顔を上げてください！」

「すいません、あなたがあまりにも僕の理想の女性でいらっしゃって、緊張をしてしまいまして、ろくに話も出来なくて……」

　高見さんは、照れくさそうに頬を赤らめながら、眼鏡をずらしてこめかみの汗をハンカチで拭いている。

「はぁ……」

　この人は、何を言っているんだろうか。私が理想なんて、ずいぶん理想が低いんじゃないか。高見さんの言葉が理解できないまま、私が首を傾げていると、店員が注文を取りに来る。とりあえずブレンドを二つ頼んで、私たちは改めてお互いの自己紹介を始めた。

「改めまして。僕は、高見玲れい二じと言います。二十五歳で、父の会社であるタカミ食品化学株式会社で、経営企画室に所属しています」

　差し出された名刺を両手で受け取り、私も自分の名刺を差し出した。

「ありがとうございます。私は篠原凪沙、三十二歳で、ロックロック工業で経理主任をさせていただいています」

　自分の方が七歳も上なのか、意識すると、緊張してしまう。まるで、ビジネスの席のようにお互いに名刺を差し出し、挨拶を交わす。傍目から見たら異業種交流会かのように思われるだろう。とても、婚活パーティーの帰りには見えない。

「ロックロックさん、知ってます！　ウチは食品添加物の開発や製造をしているのですが、機械メーカーさんからお話を聞きますよ。あれですよね、振動を吸収するジョイントを開発された……」

「はい、よくご存知ですね。知っていてくださって嬉しいです。高見さんは、お父さんの会社に入られたんですか？」

「は、はい……、恥ずかしながら縁故採用でして。もともと大学も理系で、研究職で志望したんですが、父に経営企画に入れられてしまって……、いえ、経営企画も楽しいのですが！」

　仕事の話になると生き生きとしてよくしゃべる、そんな高見さんに私は好感を抱いだく。どんな職業でも、自分の仕事に熱心な人は好ましい。

「……あの、質問よろしいでしょうか」

「はい、どうぞ、何なりと！」

　ちょうど注文したコーヒーが二人の前に置かれ、砂糖とミルクを入れてかき混ぜる。私は高見さんに、どうしても気になることを聞いてみたかった。

「高見さんはお若くて、将来も明るくていらして、その、なんで、婚活パーティにいらっしゃったんですか？　……そして何故、私のような年上の、正直、地味な女性を選ばれたんですか？」

　高見さんも砂糖を入れたコーヒーを混ぜながら、私の顔をまっすぐに見る。

「ええと、婚活パーティに来たのは、親にせっつかれて、ですね……。実は高校も男子校で、大学も女性が少なく、本当に話す機会もなかったんです。かと言って社内の女性ですと、僕の立場を考えるとハラスメント的なことになるかも、と思うとなかなか声もかけにくくて。とりあえず、ああいうパーティーで女性と話すことに慣れていければ、と思っていたんですが。まさか初回から、篠原さんのような素敵な方と知り合えるなんて、参加して良かったです」

「素敵……、ですか……」

「はい！　篠原さんは、素敵です！　一目惚れです！」

　高見さんは、私のことを『理想』とか『素敵』と言ってくれているが、自分ではどうにも理解できない。ソコがひっかかると言えばひっかかるが、でも、目の前の男性の笑顔はとても優しげで、話し方も誠実そうに思える。しかも、堅そうな会社の社長御曹司だ。何より、恋に落ちたような、眼鏡の奥のうっとりとした黒い瞳が、私の心の中に凝り固まった、頑強な氷を解かすような熱意を送り込んでくる。

「……すいません、引きますよね。僕の方だけが突っ走っているようで、大変申し訳ないです。でも、本当に篠原さんは僕にとって理想の方なので、結婚も視野に入れて真剣に交際をさせていただきたいのですが、いかがでしょうか？　その、知り合ったばかりで不安もあるでしょうが、それはこれから、いっぱいお会いすれば解消できるかと……」

　切々と訴えかけるような高見さんの真剣な声色に、私の心臓が高鳴った。私はほとんど反射で、その言葉にうなずいてしまう。

「……はい。では、よろしくお願いいたします」

　私は深々とお辞儀をしながら、交際の申し込みを受け入れた。三十二歳の、正直ギリギリの年齢の私に、これ以上の条件の良い出会いがこれからあるとは思えない。ひっかかるところがないわけではないが、それでも一歩を踏み出してみるのも良いかもしれない。そう考えを巡らせてのことだった。そんな私の計算高さとは裏腹に高見さんは、とても嬉しそうに満面の笑みを浮かべる。ちょっとした罪悪感が、私の胸を過よぎった。

「嬉しいです！　僕の方こそ、是非よろしくお願いいたします！」

　どちらかというと、まるで商談がまとまったようなそんなノリで、私たちの交際は始まったのだった。




　いわゆる「彼氏」と「彼女」になった後も、高見さんはとてもマメだった。連絡先を交換し、相談しながらセッティングした初めてのデートは、映画を見に行くことになった。

　待ち合わせ場所に、紺のポロシャツとベージュのチノという清潔感のある服装で現れた高見さんは、スーツ姿とは違い二十五歳らしく、大学生にも見えるくらい若々しい。いかにも真面目そうな外見は、私の好みにもぴたりと合う。私の方もデートでは定番と思われる、アースカラーのフレアワンピースを着ていたのだけど、少しおばさんくさかったかもと後悔してしまう。

　映画館も事前に予約してあって、ゆったりと座りながら大画面を楽しめた。一緒に歩くのも、ヒールの私に合わせたゆっくりとした足取りで、カフェでもさりげなく奥の席に案内してくれる。一緒にいると、随所に高見さんの細やかな気遣いを感じた。

「あの、年下とは思えないくらい、落ち着いていらっしゃいますよね」

　ディナーに選んだイタリアンレストランも、当然のように夜景のきれいなテラス席を予約してくれていて、食前酒を傾けつつ、私は感心しながら話しかける。

「えっ！　いやいやそんな、光栄です……」

　恥ずかしげに顔を真っ赤にしながら、手のひらを小さく振り否定する仕草は、本当に照れているようで、年相応にかわいらしくも見える。女性慣れしていない、と本人は言うけれど、本当にそうなのだろうか、と疑念を持ってしまうくらい、高見さんのエスコートはスムーズだった。

　おいしいイタリアンを存分に堪能し、お会計の段になっても高見さんはスマートだった。私がお化粧直しに立った隙に、席で支払ってしまったらしい。

「……すいません、今日はすっかりごちそうになってしまって……」

　帰り道、川沿いの道を駅に向かって歩きつつ、そう話しかける。結局今日は、本当に財布を一度も取り出さなかった。年上としての負い目も感じつつ、私は提案してみる。

「私、これでも社会人十年目で実家暮らしなんで、余裕はあります。良ろしかったら今度は支払わせてください」

「大丈夫です！　……あーでも、気にされますよね。あの、次は篠原さんが行きたいところに誘ってください。それで、トントンにしましょう」

「はい。では、次は私がデートプラン考えますね」

　いつの間にか、次にデートすることも決まってしまった。もうすっかり暗くなった夜空の、街灯の光に照らされて、高見さんは私を見つめながらニコニコしている。その顔を見上げているとふと手のひらが伸びてきて、乾いた指先が私の頬に触れた。

「……あっ、すみません、つい……」

　慌てたように腕を引いた高見さんは、ごしごしと赤くなった顔を擦っている。無意識のうちに、キスを期待していた自分に驚き、胸の奥が熱くなった。

「……駅まで、送ります」

　指が私の手をなぞり、軽く握られた。しっとりと汗ばむ熱い手のひらに指先を包まれて、高見さんの緊張が肌を通して伝わってくる。私までつられてドキドキと鼓動が早まっていき、お互いに無言で駅までの短い道のりを手を繋ぎながら歩く。

　この人を、信じていければいいな、と、氷のように頑かたくなになっていた私の心が、少し、解ける気配がした。




　私と高見さんが付き合いはじめたことは、晶子にはすぐにバレてしまった。一緒に婚活パーティーに行ったのだから当たり前なのだけど、晶子は自分のことのように喜んでくれる。

「晶子は？　この前マッチングしてた人は？」

　『ダメ！　ヤリモクだった！　はー、私の恋はどこ……？』

　晶子とＳＮＳで会話していて、つい笑ってしまう。

「晶子は美人だし、すぐに次の人と出会えるよ」

　『だといいんだけど……。凪沙も彼氏できちゃったら誘いにくいよぉ』

　泣き顔のスタンプで嘆く晶子に申し訳なくなるが、次のメッセージがすぐに来て気が軽くなった。

　『グチってごめんね！　幸せになるんだよ！　泣かされたらすぐに私のとこに来てね！』

　良い友達がいて嬉しいな、と晶子に感謝する。晶子に無理矢理に誘ってもらえなかったら、高見さんにも出会えてなかっただろうし、背中を押してくれる友人は貴重だと、改めて実感した。




　私と、高見さんとの交際は、本当に順調そのものだった。

　週末に一日デートをし、週の半ばで会えるときは夕飯を一緒に食べ、おはようやおやすみの挨拶をＳＮＳで交わし、たまに電話などをかけて声を聞く。私と会うときの高見さんは本当に嬉しそうで、その熱に引きずられてか、どんどん彼に惹ひかれていくのがわかった。高見さんに対し、私は人生で初めての『トキメキ』を、感じているのを自覚する。

「……では、篠原さん、さようなら」

　今日のデートも水族館に行き、幻想的な空間で魚が泳ぐ様子を眺め、そして私の行きたかったエスニックのレストランでディナーを食べ、手を繋いで帰る。そんな普通の、絵に描いたようなデートコースだった。別れ際の高見さんは少し寂しげに私を見つめ、優しく頭を撫でてくる。

　不満、というか不思議だったのは、高見さんが、エッチはおろかキスすらもしてこようとしないことだった。交際を始めてから二カ月ほど経ち、会うのも十回を越えている。今までの私の数少ない男性経験では、少なくとも五回以内にはみんな体を求めてきていた。今の若い男の子の貞操観念がそうなのか、それとも高見さんが特別なのかはわからない。

「今週は月末で経理が忙しいので、週しゅう中なかでは会えないかも、なんですけど……」

　本音は、高見さんからそういうことに誘ってほしかった。古風な訳ではないが、自分から誘って奔ほん放ぽうだと思われるのは本意ではない。上目遣いで見つめてみるが通じてはいないようで、高見さんは残念そうに返してくるだけだった。

「……そうですか、ではまた、来週末に篠原さんとお会いしたいです」

　丁寧な口調も、ずっと変化がない。高見さんの態度には私のことを好きだという気持ちが溢れていて、嘘をついているとは思えないのに、ただ体を求められない、というだけで落ち込みそうな自分に嫌気も差してくる。

「……ではまた、さようなら」

　態度に出して嫌われるのも、怖い。私はなんでもないような顔をして改札を通った。ホームへの階段のところで振り返れば、いつまでも名残惜しげに手を振っている高見さんが見える。大丈夫だ、彼を信じていこう。そういい聞かせて、私は家路についた。

　しかし、結局その週末のデートは流れてしまった。前日の金曜日の夜、高見さんから電話が来る。

　『篠原さんすいません！　明日なのですが、ちょっと急に予定が入ってしまって……』

　電話の口ぶりは申し訳なさそうで、その時の私は疑わなかった。社会人なのだ、いろいろな予定が急に入ることもある。デートは楽しみにしていたけれど、責めても仕方がない。

「大丈夫ですよ、私も月末で忙しかったのでゆっくりします」

　『僕もお会いしたかったんですが、どうしても……、埋め合わせは絶対にします！』

　後ろは雑踏なのか、電車の音なども聞こえてくる。何か、ご家族のご不幸などでなければいいな、などとそんな風にも思った。

「はい、ではまた、連絡いたしますね」

　電話を切った後、自分が想像以上にがっかりしていることに気づいてしまう。いつの間にか、週末に高見さんとデートすることがとても楽しみになっていて、私の中で大切なモノになっていた。

「……しょうがないな、晶子にでも連絡してみよ」

　そう独り言を呟きながら、私は晶子に連絡を取って、飲みの約束を取りつけた。




　次の日の夕方、私と晶子は近所の居酒屋に集合していた。夜勤明けで仮眠をとっただけの晶子は眠そうだったけれど、わざわざ私に時間を合わせてくれる。

「……で、どんな感じなのよ、イケメン御曹司とは！」

　開口一番、晶子が下世話な興味を隠さずに迫ってきた。私は、ちょっと言いにくかったけれど、今日のデートをドタキャンされたことや、気になっていることをグチってみる。

「私のことを好きだって言うんだけど、キスもまだで……」

「えっ！　もう二カ月くらい経つよね？　今時中学生だってもっと早いでしょ！　なんかおかしくない？」

　驚いたような晶子の声に、生なま中ちゅうを空けて少し気持ちが良くなってきた私は、口を尖らせて反論してみる。

「きっと真面目な人なんだよ……、女性経験も少ないみたいだし」

「えーでも、今日だってドタキャンだったんでしょ？」

「う……」

　晶子のツッコミに、私は言い返せない。店員さんを呼び止めて生中のおかわりを頼み、枝豆をつまむ。そうなのだ。高見さんが嘘をついてるとか、私を騙そうとしているかとか、そうは思えない。でもなぜか、この交際には違和感がつきまとう。

「……あのさ、ちょっと電話かけてみたら？」

「えっ？　今？」

　意外なことを言われて、私は顔をあげた。

「うん。気になることがあれば、直接聞いてみるのが一番じゃない？」

　少し考えたけれど、それもいいかも、と思った。私は、真剣に高見さんと付き合っていきたい。わだかまりは少しでもなくしていかなくては。

　カバンからスマホを取り出して、高見さんにコールする。呼び出し音が鳴るかと思ったのに、返ってきたのは『現在、電波の届かない場所に……』という音声だけだった。

「え……？」

　なんで繋がらないんだろう。マメで、いつもスマホの予備バッテリーも携帯しているような、あの高見さんが電源切れとは考えにくい。圏外なんてあるんだろうか。地下鉄とかだって、最近は電波が入るようになっている。私の中で小さな疑念が湧き起こった。

「……繋がらないの？」

　不安を孕はらんだような晶子の声色も、私の疑う気持ちを膨らませた。

「んー、まぁ、急用だっていってたし、もしかしたらほら、ご家族が急に入院とか……」

　気休めに言ってはみるが、ビールをあおる手は止まらない。そういう理由なら、高見さんは説明してくれるのではないか、やっぱり何かあるんだろうか。胸が、急に重く苦しくなっていく。

「考えたらさぁ……」

　私は酔っ払ってきた頭で、今までの違和感を洗い出していた。

「……なんかさ、この日この時間だけは絶対に会えない、とか、夜中の時間指定してきたりするんだよね……」

「えー？　あやしくない？　いや、私が言ったらいけないかもだけど、他に誰かいるんじゃない？」

「でもさ！　体の関係ないし、財産目当て？　私そこまで貯め込んでなーい！」

　そうなのだ、高見さんは私にキスもしてこない。お金だって、さすが社長の御曹司で、特に困っている様子はない。もし私以外に女性がいたとしても、私を騙だますメリットもないように思える。

「お店とかもさ、ほら、良いとこ連れてってくれるしさー」

　前回のデートで行った、隠かくれ家がレストランを店名から検索して、晶子にスマホの画面を見せる。

「……え、これ何？　『ナンパ師おすすめレストラン十選』って？」

　晶子は、お店の写真よりもそのデータが載っているサイト名に注目していた。見直すと、確かに「現役ナンパ師がおすすめする、ヤレるデートスポット」みたいな煽あおり文句がついていた。

「……あれ、このお店も、連れて行ってもらった……」

　慌ててそのページをスクロールしてみると、全部、行った覚えのあるお店やデートスポットばかりだった。私と晶子は、酔いも覚め、お互いに顔を見合わせる。
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　嘘だと思いたかった。やっぱり、体目当てだったのだのだろうか、それとも何かの詐欺なのか。邪推は止められない。

「……あのさぁ凪沙、ちゃんと、本人に聞こう？」

「……うーん」

　生返事を返したけれど、聞くのも怖かった。もう、高見さんは私の心の奥の方に食い込んで、大切な存在になっている。これで裏切られていたら、自分はどうなってしまうのだろう。私は居酒屋のテーブルに突っ伏して、しばらく落ち込みつづけていた。

　次の日は日曜日で休みだったけれど、私はひどい様子だった。昨日は結局ハシゴをして、たっぷり自棄やけ酒ざけを飲んでしまった。ガンガンするような頭の痛みと気持ち悪さに負けて、最悪の気分でベッドで目覚める。

「……うー、きぼぢ、わるい……」

　二日酔いは久しぶりだった。枕元のスマホを見るともう十時を過ぎている。待ち受け画面には、二回ほどの高見さんの着信履歴と、短いメッセージが届いている。

　『着信あったので折り返しました。圏外ですみません。もう寝ていますか？』

　笑顔の絵文字のついたそのメッセージを見ると、二日酔いとは別に私の胸が苦しくなってくる。どうしたらこの人を信じられるのだろう。私はメッセージに既読をつけることもできずに、もう一度ベッドに潜り込んでいった。




　高見さんと、話ができたのは、結局二日経った火曜の夜になってしまった。月曜の夜にも一回着信があったのだが、落ち込みつづけていた私は電話に出ることが出来ずに、居留守をつかってしまう。さすがに四回目の着信ともなると、罪悪感が勝って出ないわけにもいかない。鳴るスマホを目の前に、私はためらいつつも画面をスライドさせる。

「……はい」

　『あっ！　篠原さん、ご無沙汰してます、高見です！』

　嬉しさに満ちた、弾んだ声が聞こえた。ほっとしたような雰囲気が、スマホのスピーカーから伝わってくる。そんな声の調子を聞いていると、とてもではないけれど、彼が私を裏切っているなどとは思えない。それでも私は、自分の中の疑惑を解消する機会が欲しかった。

「……あの、少しだけお尋ねしてもいいでしょうか？」

　『はい！　何なりと！』

　はきはきと答える声に背中を押されながら、少し息を吐いて、不安感をぶつけてみる。

「……あのですね、土曜日のドタキャンって、どういったご用事だったんでしょうか」

　『あー、…………あれは、ですね……』

　先ほどの返事とは対照的な、歯切れの悪い答えしか高見さんからは返ってこない。なんとか理由を誤ご魔ま化かそうとするような、そんな意思が見え隠れする。私は、胸が詰まるような切なさに襲われてしまう。

　この人を、本当に好きでいて良いのだろうか。そんな風に迷う気持ちすら悲しかった。

「説明できないんですか？」

　声がつい、刺とげ々とげしくなってしまう。何をこの人は隠しているんだろうか、不安な気持ちが抑えられない。

　『いえ、その、女性には、ちょっと……、あまり……』

　苛立つ気持ちが爆発しそうになる。なんだろうか、言えないような、そんな理由で、楽しみだったデートを土ど壇たん場ばでキャンセルされたのだろうか。

「……もういいです。すいません。さようなら」

　こんな気持ちではもう、どうしようもなかった。私はスマホから耳を離し、通話を切る。高見さんの焦ったような声が小さく響いていたけど、それももう、どうでも良くなっていた。嘘つきは嫌いだ。もう、無理なんだな、と頭に浮かぶと涙が滲んでくる。私は自分の枕に顔を埋めて、声を噛み殺しながら泣きつづけるしかなかった。




　水曜日、目覚めれば、高見さんからの着信や留守電が五件ほどあった。ＳＮＳのメッセージも何件か、スマホに届いている。私はどうにも読む気になれずに、全部をあっさりと削除する。木曜日も、金曜日の朝も同じような感じだったけれど、いつもどおりに出社して仕事をする。もしかしたら初めてかもしれない失恋に、私はどうなるんだろうなんて不安も感じていたけれど、あっけないほどにいつもどおりに業務を行うことが出来ている。

　金曜日の十八時、定時で退勤しようと後片づけしていると、経理の新卒の男性社員が、課長と一緒にオフィスの下を覗いて騒いでいた。

「お、Ｇクラス！」

「５５０ですね。新車なら四桁乗るヤツですよ」

　二人の会話を聞きつつ道路に目をやると、会社の前のパーキングに、大きな外車が止めてある。私は車のことはさっぱりわからないが、二人の話で高い車なのだな、と思った。その車の横に、見たことのあるスーツ姿の男性が立っている。

「あのお兄ちゃんの車かねぇ、若くてイケメンで金持ちとか、うらやましいもんだな」

　自嘲気味に呟つぶやく課長の肩越しにその男性の顔を確認して、私の眉間に皺しわが寄る。

（……高見、さん？）

　どくり、と胸が高鳴った。なるべく考えないようにはしていたが、それでもまだ、私は彼が好きなのだ。

「……会社の前で待ち伏せとか、コンプラ的にダメなんじゃないですか？」

　退勤する私が声をかければ、高見さんが情けない顔をして振り向いた。たぶん、課長や新卒の子は、この光景を上から見ているだろうし、週明けに何を言われるか、だいたいの想像もつく。それでもいいや、なんて思ってしまうほどに、私は自棄やけになっていたのだと思う。

「篠原さん！　良かった会えて。先週は、本当に申し訳なかったです」

　高見さんが歩道側のドアを開けて、私に乗るように促してくる。このままここで話をするのも何だろう、私は素直にそれに従うことにした。




　左ハンドルの車の助手席なんか乗るのは初めてで、視界が違い落ち着かない。私が押し黙っていると、高見さんも難しい顔をしながら無言で運転を続けて、車はいつの間にか郊外に向かっていた。どこに行くのだろうか。不安にかられ運転する高見さんの横顔に視線を送ると、ぎこちない笑みを返される。その表情に胸が苦しくなり、私は下を向いて唇を噛む。

「すいません、ちょっと、山の中なんですが、変な場所じゃないんで……」

　幹線道路を外れ、車は本格的な山道に分け入っていった。ナビの地図も、どんどん人家がなくなっていき、道も心こころ許もとなくなっていく。本当に大丈夫なのか、恐怖も湧き起こる。

「着きました、ここです」

　車は林道の脇道に入り、突然目の前が開けた。すっかり暗くなった夜空の下に、都会の灯りが星のように広がっていた。何本かの街灯が、『展望台』という文字を照らしている。山の涼しい風が頬を撫でる感触に、私は体を震わせた。

「きれい、ですね……」

　街中とは比べものにならないぐらいに満天の星の下、天の川さえも見えることに、私は素直に感動した。

「気に入ってもらえましたか？」

　すっと自然に、半袖のカットソーの私の肩に上着が被せられた。スーツの上衣の暖かさと、久しぶりに嗅ぐ高見さんの香りに、頭がくらりと揺らめいた。

「あの、ここは……？」

「先週、ドタキャンした理由です」

　高見さんの言葉の意味が、よくわからない。首を傾げていると、高見さんが端っこの、柵の方に歩いて行き、下の方を指さした。その方向を見ると、気づかなかったけれど高架の線路が見えて、そこだけが暗い山の中で煌こう々こうと光っている。

「あれは……」

「新幹線の線路です。今から、見せたいものが通ります」

　腕時計を覗きながら、高見さんが妙に断定的な口調で話しかけてくる。言っている意味がよく理解が出来ずに目を泳がせていると、遠くの方からレールを走る音が聞こえてきた。

「来た」

　短く、高見さんが言葉を発する。私でも名前くらいは知っている、いわゆる『ドクターイエロー』だった。黄色い車体が軋きしみつつ、轟音を響かせながら高架を走り抜け、トンネルへと吸い込まれていく。

「きれいだ……」

　うっとりと呟く高見さんを、私は不思議そうに見上げるしかなかった。確かに、格好良くはあったけれど、ここまで陶然と呟くモノなのだろうか。
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「……すいません」

　我に返ったように、高見さんが私に視線を合わせる。恥ずかしげな表情は、ちょっと泣きそうにも歪ゆがんでいて、心臓の辺りがきゅっと苦しくなった。

「……あの、何故ここに？」

「僕は、鉄オタ、つまりは鉄道オタクなんです」

　私の質問の答えになっているかいないのか、独り言のように、高見さんが早口でまくしたてる。

「鉄道の、車両の中でも、保線車、と呼ばれるジャンルが好きで、学生の頃から日本全国を飛び回って、保線車の写真を撮影しています。保線車は時刻表には乗りませんし、走行する瞬間を捉えるとなると深夜に移動が必要だったり、だから、あなたと会えない時間もありました。先週は、臨時で保線車界のアイドル、ドクターイエローの新型が夜間走行すると情報が入って、申し訳ありませんが、そちらを優先させていただきました」

　高見さんが、本当に申し訳なさそうに深々と頭を下げてくる。

「僕も、迷いました。でも、撮りたかった。こんな、好きな女性より電車を優先してしまうようなそんな男には、あなたと交際をしつづける資格はありません……」

　声が、震えはじめるのがわかる。私は手を伸ばして、高見さんの下げられた頭をふんわりと撫でた。

「……あの、なんで、それを正直に言ってくれなかったのですか？」

「だって……、女の人は、こんな子どもっぽい趣味なんかバカにするでしょう。鉄オタなのがバレたらきっと、あなたに嫌われてしまうと、そう思って……」

　そこにはもう、スマートに私をエスコートしてくれた、格好良くて頼りになる高見さんはいなかった。ただ、電車が好きなだけの、年下の男の子の高見さんがいる。でも、本当の高見さんに近いのは、きっと後者の方なのだろう。

「……ちゃんと話ししてくれて、とても嬉しかったです。それなら、しょうがなかったと思います」

　私の疑念は、急速に融けてしまう。

「でも女性は、こんな趣味は、受け入れてくれないと……」

「私は、高見さんの趣味なら、バカにしません。好きな人の好きなものは、否定したくないです。私は特に趣味もなくて、何もなくて、あなたのように情熱を燃やせる人が、とても好きです。憧れてしまいます」

　高見さんの、眼鏡越しのまぶたが大きく開き、黒い瞳が街灯の明かりを反射する。それは少し潤んでいるようにも見えて、とてもきれいだなと思った。

　高見さんの腕が伸ばされて、私の顎あごを持ち上げる。迫ってくる鼻息に目を瞑ると、唇がまるで衝突事故のような勢いでぶつけられた。

「ふふっ」

　思わず笑いも漏れたけれど、改めてゆっくりと唇を寄せられて、軽くついばまれる。目を開ければ、真っ赤になった高見さんの顔がすぐそばにあった。

「……すいません。つい、篠原さんが魅力的で」

　抱きしめられると、ドキドキと激しい鼓動が胸板を通して伝わってきて、私もどんどん緊張していく。もう一度、顔が寄せられて、今度は柔らかくキスをされた。

「……好きです、篠原さん」

「凪沙、でいいです。玲二さん……」

　体を離されて、腕を引かれて車に乗せられた。緊張がピークに達しているのか、高見さんは必死な顔でエンジンをかけ、車は山を下りはじめた。

「……こんなことに、なるなんて思ってなかったんです」

「え？」

　山道が途切れ、国道沿いに出る。高速につながるジャンクションの入り口の側道で、車は止まった。同時にハンドルに突っ伏した高見さんが、焦ったように何か言いはじめる。

「今日、その、シティホテルとか取ってなくて、申し訳ないんですが、凪沙さんっ、あ、あの、そこのラブホでもいいでしょうか？」

　高見さんの必死さに、私の方はかえって余裕が出てくる。

「あの、どこでもいいですよ、大丈夫です。嫌がったりしませんし……」

　答えると、無言で高見さんはアクセルを踏んで、目の前のラブホテルへと車を滑り込ませていった。




　ラブホテルの部屋に、二人はもつれこむように入る。靴を脱ぐのも惜しそうに玄関先でキスをされて、私は焦るしかなかった。

「凪沙さん、凪沙さん、っ、ずっとこうしたかった……」

「れ、玲二さん、落ち着いて、ちょっと、靴は脱ぎましょ？」

　諭さとすように頭を撫でながら、抱きついてくる玲二さんをなだめる。まるで、大きな犬にじゃれつかれているみたいだな、なんて思いながら、部屋の中央の大きなベッドに二人で倒れ込んだ。

「……すいません。女性は初めては、こういうホテルは嫌ですよね……？」

　我に返ったような玲二さんが、眉根を寄せながら私に囁ささやいてくる。

「……あの、それって、ナンパサイトとかの知識、ですか？」

「えっ!?　な、なんで、それを……？」

　玲二さんの目が泳ぐ。やっぱり、晶子と一緒に見た、ああいうサイトの知識を信じ込んでしまっているんだろう。

「あの、ああいうところに書いてあることは、そのまま信じちゃダメですよ。ちゃんと、目の前の女性を、私を一人の人間として見てほしいです。私は、オタク趣味でも子どもっぽくても、玲二さんが大好きです……から」

　私の体の上で、玲二さんが申し訳なさそうに肩をすくめた。

「すいません。僕、本当に女の人と話したことがなくて、でも凪沙さんは年上で大人っぽくて、どうしても見栄を張りたくて……。キスとか、その先も、ずっとしたかった……」

　ぎゅうと抱きしめられながら、恥ずかしそうに耳元で言われ、私の顔もどんどん赤くなっていく。着ていたカットソーを肌着と一緒に脱いでいき、上半身はブラジャー一枚になる。玲二さんも体を起こして、ネクタイを緩めワイシャツを放り投げるように脱ぎ捨てた。

「凪沙さん、きれいです……」

　ブラのホックが外されて、乳房が剥き出しになると、感極まったように玲二さんが呟く。触れてもいいのか迷っているのか、おずおずと手が伸ばされ、柔らかく、壊れ物でも扱うように乳房が揉まれた。

「……あの、失礼でなければ聞きたいのですが、玲二さんは、もしかして女性は初めてですか……？」

　あまりにもおぼつかないその手つきに、私はずっと気になっていたことを口に出す。瞬間、熱でも出たかのような勢いで、玲二さんの耳たぶが真っ赤になった。

「あ、あのっ、そ、そんなことは、……いえ、そうです、初めてです……」

　観念したかのようにうなだれて、玲二さんが蚊の鳴くような声で答えてくれる。

「……すいません、みっともないですね、二十五にもなって。でも本当に女性とは、話す機会もなくて」

「違います、嬉しいんです。私なんかを初めてにしてくれて、嬉しいんです。大好きな玲二さんの、初めてになれて嬉しいんです……」

　体を起こして、真っ赤になった玲二さんの頬を挟んで、柔らかく口付けた。さっきまでのついばむようなキスではなくて、舌を入れて、歯列をなぞり、強く吸う、そんな大人のキスをする。

「好きです、なぎさ、さん……」

「私も……」

　もう一度ゆっくりと押し倒されて、深いキスと、乳房への愛撫を受ける。どうやって触れたらいいのかわからないらしい右手を胸に誘導し、こうしてほしいと口にしてみる。

「あの、もう少し強く、く、ぅんっ！」

「い、痛かったでしょうか？　すいません！」

　ぎゅ、と乳首を強く摘まむ形になったのに声が出ると、玲二さんは慌てたように手を引っ込める。

「だ、大丈夫、その、先の、乳首が硬くなってくるから、そこをいっぱい舐めてほしいです……」

　要望を出すのは、かなり恥ずかしい。でも、そう言うと、玲二さんが顔を下げて私のささやかな胸を一生懸命に愛撫して、尖端を強く吸ってくれるのが、とても嬉しくて、とても気持ちがいい。

　玲二さんが無言で私のベルトを緩め、ボトムを脱がしていく。下着も脱がされて、素裸になり、さらに恥ずかしさは増していった。

「……あの、ここも触っていいですか？」

　玲二さんの指が、私のおへその、その下の繁みに触れる。敏感になっているせいか、そんな刺激にも背筋にむずむずとした性感が流れて、体が軽く震える。

「ん……、は、はい、お願いします」

　ゆっくりと内ももを開き、女性の、一番恥ずかしい部分を玲二さんの目の前に晒さらしていった。玲二さんも興奮しているのか、慌てるように脱いだスラックスとボクサーブリーフの下からは、膨れた陰茎が飛び出してくる。恥ずかしいけれど、玲二さんが私で欲情してくれているのが、素直に嬉しかった。

「し、失礼します……」

　玲二さんが、大きく開けた私の脚の間に、顔を近づけてきた。至近距離で性器を観察されるような視線に、鼓動が激しくなり、私自身も興奮していくのが自覚できた。

「あ、あの、あまり、見ないで……」
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　もじもじと身をくねらせるが、玲二さんは瞬まばたきも忘れたように、食い入るように私のアソコを見つめ続ける。

「すごい、ですね……女の人のここって、こんなに、濡れるんですね……」

「玲二さんが、見るから……、っ、きゃあっ！」

　人差し指で、濡れた秘裂をなぞられて、思わず声が出た。私の反応に気づいているのかいないのか、玲二さんの指が私のソコを割り開き、硬くしこったクリトリスも、愛液を溢あふれさせる膣口も、全部が明るい照明の下に露わにされた。

「……ここに、挿いれる、のか」

　独り言のように呟かれ、蜜を垂らすその肉孔に指があてがわれたのがわかる。

「……んんっ」

　ゆっくり、ゆっくりとした優しい侵入だったけれど、媚肉は軋きしむような抵抗を返した。でも、垂れるほどに分泌された愛液は、その軋みも全部、滑ぬめりに変えていく。じわじわとした気持ちよさに、期待が高まっていき、私の体が貪欲に快感を求めはじめる。

「すごい……、狭くて、熱い……」

　玲二さんの独白と、動かない指のそのもどかしさに、私は身悶えた。もっと深く突き入れて、いっぱいにして欲しい。乱暴にかき回されたい、そんな欲望が湧き起こってくる。

「玲二、さん、っ……」

「あっ、すいません、痛かったですか？」

　指を抜かれそうになるのを、私の手が反射的に伸び、手の甲を掴つかんで止めた。もう、我慢なんかできない。私は、衝動と一緒に、強請ねだる台詞を搾しぼり出した。

「もっと、い、弄いじってください。玲二さんの好きなように、あ、あのっ、めちゃくちゃに、してほしいです……」

　玲二さんの、自信なさげだった表情が変わり、瞳孔が大きく開く。

「いいんです、ね……？」

　念を押す言葉に、私は大きく頷うなずいた。玲二さんにだったら、何をされてもいい。そう、心から思う。




「くぅ、ん、っ、ひゃ、あぁん！」

　玲二さんは、私の股間にむしゃぶりついていた。尖りきったクリトリスを強く吸われ、指を深く食い込まされた膣壁のあちこちを、擦りあげられる。私の愛液なのか、それとも玲二さんの唾液なのか、わからないくらい濡れてふやけたアソコが、全部気持ちいい。

（あ、っ、また、くる……っ）

　きゅ、と肉豆を吸われた感触に、私の内壁がびくびくと痙けい攣れんし、玲二さんの指を締め付ける。

「ま、また、イキますっ……！」

　軽い甘イキが何度も体を走り抜け、蕩けるような浮遊感に投げ出された脚が跳ね上がる。内ももが攣つれるように震え、甘い電流に全身が緩く貫かれる、そんな状態がずっと続いていた。

（ダメ、ダメ、これ、きもちいい……っ）

　差し込まれた指はいつの間にか三本にもなっていて、私の気持ちいいところ全部を刺激してくる。ぶちゅ、ぶちゅ、と湿った音が自分の股間から響き、耳まで犯されているような、そんな気分にすらなってくる。

「れーじ、さんっ、も、これ、ぇ……っ、あっあっあっあっ、あぁー!!」

　激しく指を出し入れされて、その動きの通りに口からは短い悲鳴が漏れ続ける。軽い絶頂感にずっと晒されるその感覚は、私の思考能力を奪っていく。

（また、きちゃう、きちゃう、う、ぐ、いく、だめ……っ）

　唇を噛んで声を抑えようとするけれど、膣壁が無意識に蠕ぜん動どうし、深い場所まで突き込まれた玲二さんの指を、ぎゅっと強く咥えこむ、その快感に私は、ひときわ甲高い悲鳴を上げて果ててしまった。

　脱力する私の濡れた膣口に、熱いモノが押し付けられた。

「なぎさ、さんっ、入れさせてください……」

　ぐい、と腰が進められて、丸い亀頭が私の熱い肉の隘あい路ろをこじ開けていく。

「んぐ、ぅ、う……っ」

　圧迫感に苦し気な声が漏れ出てしまい、玲二さんが半ばで侵入を止めてしまう。

「あ、あのすいません、止めたほうが……？」

　私は必死に首を振って、もっと奥に、とはしたなく強請ねだる言葉を口にせざるを得ない。

「ちが、あの、奥っ、奥に、もっと欲しいですっ……、んああぁっ！」

　言い切らないうちに、腰がたたきつけられ、玲二さんが抉えぐるように私の最奥を貫いた。強い性感に背中が反らされて、私はまた絶頂の淵へと突き上げられる。

「す、すいません、っ、僕、あの、も、凪沙さんの中、気持ちよすぎてっ」

「んあ、あぁっ、あっ！　あ──、っ！」

　自分でも止められないのだろう、玲二さんは無我夢中で腰を振り立てて、その度に太い欲棒が私をこじ開ける。若い性欲をぶつけられて、もみくちゃにされるような感覚に、私はすっかり蕩けてしまっていた。

「きもち、いいです、っ、れいじ、さ、ああっ、あ、んぅ……っ！」

　はっ、はっ、と息を弾ませながら、玲二さんはまるで獣けだもののように、私の体を貪っている。媚肉をくまなく擦られ、奥をこねくり回され、痙攣しながら何回も絶頂を味わわされる。

（こんなの、はじめて……っ）

　純粋に自分を求められて、ただ若くて逞たくましい肉体に、ひたすらに犯される。玲二さんの腕が私を固く抱きしめて、大きい体に身動きができないほどに押しつぶされて、膣の最奥までを、力任せに貫かれた。

「んぁ、あああ、あっ、んむ、む──っ、んむ……」

　声も、玲二さんの唇に吸い込まれて、口も同時にふさがれて、私の全部を飲み込まれる。

（すき、すき、ぃ……）

　余りの快感に思考がぼやけて、意識が飛びそうになる。固い背中にしがみついて、なんとか自分を保とうとするが、連続で与えられる、甘い電流のような快楽に、全身が痺れ、目の前が白くチカチカと明滅する。

「なぎさ、さん、っ！」

　その動きがピタリと止まり、私の胎内がじわりと熱くなった。熱い何かが奥で弾け、その刺激に、多幸感と一緒に深い性感がとめどなく湧いてくる。

「あ、あぁ……、すき……、れいじ、さん……」

「僕も、好きです、愛してます……」

　うわごとのように漏らせば、玲二さんの黒い瞳が、私の汗ばんだ顔を覗き込んでくる。なんとか口角を持ち上げて笑顔を作れば、安心したように、泣き出しそうな表情が一瞬浮かび、また深いキスをされた。

　繋がったままの、私の中のソレがピクリと跳ね、嫌な予感を巻き起こさせる。

「あ、あの、玲二、さん、また大きく……？」

「……だって、凪沙さんの中、気持ち良すぎて……」

　甘えるようなそんな口調とは裏腹に、玲二さんが口角をあげて、ちょっと意地悪に笑う。何をこれからされるか、見当がついて逃げようとしたけれど、大きな体の下に引き込まれて逃げられない。

「玲二さんの、ばかぁ……！」

　私は無駄な抵抗を抑えつけられて、また大型犬の発情のような玲二さんの性欲に付き合わされるのだった。




　結局、その直後に二回目のエッチをされてしまい、私は疲れ果てていた。ぐったりベッドに突っ伏していると、玲二さんがひょいと姫抱きにしてくれて、暖かいお湯を溜めたお風呂へと浸つからせてくれる。

　広い浴槽で、玲二さんの長い手足に後ろから抱きこまれて、背中も全部が温かく、激しかった性交の疲労に重かった体が解ほぐれていく。

「……気持ち良かったです。ありがとうございます」

「……はい」

　短く返しながら、私はずっと気になっていたことを尋ねてみた。

「あの、玲二さんが私に一目惚れしたのって、何故なんですか？」

　恋に落ちるなんて、理屈じゃないのかもしれない。でも、自分がなんで気に入られたか、とかは純粋に気になる。

「え、いやその、怒りませんか？」

「そんな、怒るような理由なんですか……」

　下を向く私に、慌てて玲二さんは言葉をつなぐ。

「いえ、あの、僕の憧れの、ドクターイエローに顔が似てらっしゃるな、って……。吊目で、鼻が高くて、シュッとしてらして……、それで……」

「はぁ??」

　あまりにも予想外な理由に、思わず声が大きくなる。

「怒るかも、って言ったじゃないですかぁ……」

　情けなく眉根を寄せる玲二さんを見ながら、私はため息を吐いた。

「……いいですよ、それでも、大丈夫です」

　好きなものに似ているから、好きになる。そういうこともあるんだろう。

「でも、あまり他の人とかには言わないでくださいね……」

「え、結婚式で、二人の馴れ初めとか、ですか？」

　念押しの言葉に無邪気に返されて、かえって私の頬が赤くなった。これはきっと、のぼせたからなのだろう。そう無理矢理に自分に言い聞かせて、温かい玲二さんの体にもたれかかる。

　これが恋ってものなんだな、と、私の中の冷めきっていた色々な塊かたまりが、お湯の熱さと玲二さんの体の熱さによって、全部が蕩けて流れていったのだった。




★おわり★
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